
正誤表                2026年6月11日 

2026年目標 ＴＡＣ建築士講座 

級  一級建築士 学科 

科 目  計画 

教 材  テキスト （テキストは各種学科本科生のみに配付しています） 

 
日付 頁 誤 正 

6/11 

ｐ170 ℓ34 観覧スペースは、傾斜のない平たんな床で、

広さは車いす１台につき間口 90cm 以上、奥行

120cm 以上とし、… 

観覧スペースは、傾斜のない平たんな床で、

広さは車いす１台につき間口 90cm 以上、奥行

135cm 以上とし、… 

ｐ220 ℓ7 車椅子使用者用客席・観覧席の間口は、車椅

子１台に着き 90 ㎝以上とし、奥行き 120 ㎝以

上とする。 

車椅子使用者用客席・観覧席の間口は、車椅

子１台に着き 90 ㎝以上とし、奥行き 135cm 以

上とする。 

ｐ220 ℓ25図  

※「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（国土交通省）」の令和７(2025)年５月の改訂内容 

です。 

※項目別問題集、年度別問題集、確認テスト、中間テスト等の訂正はありません。 
 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
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座席番号
手すり

サイトラインを確保できる
床の高さとする

観客が立ち上がることが
予想される場合

サイトラインの先：
劇場等の舞台の先端、
競技場等の最も近い
タッチライン、
陸上競技用トラックの
外側レーン等

平坦な床とする

サイトラインを確保できる
床の高さとする

サイトライン

サイトライン

脱輪防止の立ち上り

120㎝以上 幅120㎝以上

車椅子使用者用
客席

通路の有効幅員

135㎝以上


